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注意

本書は、警報器のグループ登録および設置につ
いての簡易説明書です。
製品付属の『取扱説明書』の内容を必ずお読み
ください。

または

子器の『警報停止／テスト』ボタンを短く（1秒未満）押します。

登録しよう！
親器に子器を登録します。
登録しないと連動できません。

●● 親器に子器を認識させてグループを構成します。

用意するもの

ステップ

1
ステップ

2電池を取り付ける 1台ずつ登録する

●●警報器 親器

煙式
（ＦＳＫＪ２２６－Ｍ）

●●専用リチウム電池

●●登録番号表示シール 
（親器に付属）

●●油性ペン 
（お客様で準備）グループ

親器

子器子器

すべての警報器に

ステップ

3 1台ずつ登録を確認する
すべての子器で

親器にすべての子器を

   煙式
（ＦＳＫＪ２２６－Ｃ（－Ｊ））

熱式
（ＦＳＬＪ０１６－Ｃ）

取付ベースを  左に  回す

取付ベース
本体

表面

短く押す
（1秒未満） 登録番号表示シール

貼付位置
登録番号表示シール

※登録番号表示シールは、
　必要に応じて正面に貼り付けて
　ください。

すべての子器に

を行います。

ステップ

3

緑点灯

赤点滅

ピピ ○番 …（約 20 秒間無音）… 

と鳴ったら成功

正常です ピー ヒュー ヒュー 
火事です 火事です

 「ピピピピ」 と鳴った場合は、複数の子器のボタンを
連続で操作した可能性があります。

拡大図

コネクタを
奥まで確実に

差し込む溝

電池
コネクタ

赤(+)

電池用
コネクタ

突起

青または黒(－)

保護フィルムを
はがさないでください。

注 記入例）設置年月
 　　 　 年  　  月‘２３　    ４

油性ペンで
設置年月を記入する。

本書は、「煙式」を例に説明しています。「熱式」および「煙・CO反応式」は「煙式」と細部が異なります。

１回押す
1台目の子器

１回押す
親器

ピピ
ピピ ○台
登録○番登録

１回押す
次の子器

消灯緑点灯

最後の子器  の
「○番登録」が
鳴り終わったら「ピピ」の

5～30秒後に
登録確認
メッセージ

１回押す
親器

前の子器   の「○番登録」が鳴り終わったら

ここで 「ピピピピ」 と鳴った場合は、
複数の子器のボタンを
連続で操作した可能性があります。

「ピピ」の
5～30秒後に
登録確認
メッセージ

○番登録

ここで 「ピピピピ」 と鳴った場合は、
複数の子器のボタンを
連続で操作した可能性があります。

と鳴ります。※FSKJ228-C-COの
場 合、「登 録」ボ
タンはカタカナ
表記となります

※FSKJ228-C-COの
場 合、「登 録」ボ
タンはカタカナ
表記となります

と鳴ります。

裏面

●● 親器の表示灯が 緑点灯  している間、子器を登録できます。●
子器の 『登録（トウロク）』ボタン を押さない状態が1分以上続くと、親器から 「○台登録」 と鳴り登録モードが終了します。
●● 親器の表示灯が消えたときは、もう一度親器の 『登録』ボタン を押してください。

●● 警報音が 「ピピピピ」 などの場合、『取扱説明書』の 2.1  基本的な登録・消去 の ③ 登録（グループの構成）・消去 を参照の

うえ、対処してください。

「○番」と同じ番号の登録番号表示シールを貼ります。

●●「○番」 は、テストをした子器の登録番号が鳴ります。

●● 違う警報音（ 「ピピピピ」 など）の場合、『取扱説明書』の 4.2  単独テスト（警報器の状態を確認する） を参照

のうえ、対処してください。

取付ベースを
本体からはずします。

電池コネクタを差し込んでから、
専用リチウム電池を取り付けます。

※FSKJ228-C-CO の場合
電池コネクタを差し込んだあと、
30秒ほどで「正常です」と鳴り、準備が完了します。
準備中はCO検知灯が黄点滅し、完了すると消灯します。

禁止

•• ぬれた手で電池コネクタを接続しない。
•• コネクタの向きを間違えて接続しない。

ＦＳＫＪ２２６－Ｍ               親器（煙式）
ＦＳＫＪ２２６－Ｃ（－Ｊ） 子器（煙式）
ＦＳＬＪ０１６－Ｃ               子器（熱式）
ＦＳＫＪ２２８－Ｃ－ＣＯ 子器（煙・CO反応式）

●●警報器 子器

煙・CO反応式
               （ＦＳＫＪ２２８－Ｃ－ＣＯ）
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※ 「FSKJ228-C-CO」は、
　付属の2本組電池を使用

CO検知灯
［黄］点滅正常です
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すべての警報器を 
設置予定場所の 真下の床  に仮置きします。

すべての子器で 1台ずつ  
『警報停止／テスト』ボタンを短く（1秒未満）押します。

警報音が鳴り終わってから、次の子器を確認してください。

●●「○番」 は、テストをした子器の登録番号（１
イチ
～ 1
ジュウゴ
5）が鳴ります。

●● 違う警報音（ 「ピピピピ」 など）の場合、『取扱説明書』の

4.2  単独テスト（警報器の状態を確認する） を参照のうえ、対処してください。

設置しよう！

ステップ

4 電波状態を確認する ステップ

5
ステップ

6取り付ける

次のような場所への取り付けをおすすめします。

煙式
煙・CO反応式
熱式 台所など

●● 各市町村条例により異なります。

警報器は、なるべく部屋の中心に取り付けて 
ください。

●●プラスドライバー 
（お客様で準備）

●●脚立などの安定した台 
（お客様で準備）

取付ベースをネジ止めし、本体を取り付けます。
※※ 付属の取付ネジについて
工事店様以外は「一般用 (25mm)」をご使用ください。

天井取り付けの場合

壁取り付けの場合

   登録した警報器をすべて設置したか確認
登録したが設置しなかった子器がある場合は、登録情報を消去してください。

消去の方法は、『取扱説明書』の 2  登録・消去 を参照してください。

   すべての警報器で 1台ずつ 単独テストをする
警報器の『警報停止／テスト』ボタンを短く（1秒未満）押します。

警報音が鳴り終わってから、次の警報器を確認してください。

●●「○番」 は、登録番号（親器は0
ゼロ

）が鳴ります。

●● 違う警報音（ 「ピピピピ」 など）の場合、『取扱説明書』の 4.2  単独テスト（警報器の状態を確認する） ●
を参照のうえ、対処してください。

必ず守る

単独テストは省略せず、必ず実施する。
各機器の状態は連動テストでは確認できません。

   連動テストをする（連動を確認する場合）
いずれか1台の警報器で『警報停止／テスト』
ボタンを長く（2秒以上）押します。
すべての警報器が連動して警報音が鳴ると成功です。

●● 連動に4～ 20秒程かかります。

取付位置を必ず守ってください！
用意するもの

壁に掛けて設置する場合は？
『取扱説明書』の 3.2  警報器の設置 を参照してください。

動作を確認する
大きな音が鳴ります。周囲の迷惑にならないよう、夜間などは避けてください。

       チェック !

●●登録済みの警報器 
（本体）

●●取付ベース

天井取り付けの場合

壁や梁から
・  60cm以上（煙式、煙・CO反応式）
・  40cm以上（熱式）

離して取り付ける

壁取り付けの場合

天井から 15 ～ 50cm
の範囲に取り付ける

エアコンなどの
空気吹き出し口から
1.5m以上   離して取り付ける

天井・壁 共通

上記を守ったうえで、
照明器具から50cm程度
離してください。

照明器具から
 50cm程度
離して取り付ける

長く押す
（2秒以上）

ピピ　ピ

台所

寝室寝室

階段
居室

親器

　　　がすべての警報器の中心に
くるように設置してください。

子器

子器

親器

子器

子器

緑点灯

赤点滅

と鳴ったら成功

短く押す
（1秒未満） ピピ ○番 …（約 20 秒間無音）… 

正常です ピー ヒュー ヒュー 
火事です 火事です

（ネジ止めの場合）

短く押す
（1秒未満）

緑点灯

赤点滅

ピピ ○番 …（約 20 秒間無音）… 

と鳴ったら成功

正常です ピー ヒュー ヒュー 
火事です 火事です

取付ネジ

取付ベース

本体

『警報停止/テスト』
ボタンが見やすい位置

本体を
右に  回す

取付ネジ

本体取付ベース

矢印が真上

『警報停止/テスト』
ボタンの位置が下

本体を
右に  回す

●●取付ネジ

一般用 (25mm) 工事店様用 (41mm)

㊟どちらか一方をご使用ください。
※工事店様は内部の補強材に合わせて
　ご使用ください。

必ず守る

電波状態を確認してから設置する。
電波状態を確認しなかった場合、電波異常となる可能性があります。

寝室（居室など）、階段、廊下、台所


